
令和６年度 中央中学校経営方針 

１ 本校の教育目標 

本校では、校訓『敬と愛』を具現化するために、下記の目標を掲げて、日々の教育実践を通して社

会を生き抜く力の基礎を養うことをめざす。 

生徒、保護者、地域、教職員が、誇りに思うことのできる学校づくりに努める。 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 経営方針 

（１）基礎的・基本的な知識の定着を図り、言語活動の充実を通して課題解決に必要な思考力、判断

力、表現力を育てる。      ⇒わかる授業、関わり合い・学び合う場のある授業の工夫 

（２）友だちや教師、家族などたくさんの人と関わり合う機会を設け、互いに心を通わせ、生き生き

と活動する生徒の育成をめざす。          ⇒挨拶の励行、地域との積極的な交流 

（３）学校生活全般を通して生徒が主体的に企画し運営する活動を推進し、広い視野をもって主体的

に考え行動できる生徒の育成を図る。     ⇒生徒主体の課題解決・実践の場 自己決定 

（４）いじめ防止に努め、人権教育の充実を図り、お互いを大切にする心を育てる。 

⇒教師同士・教師と生徒・生徒同士の関係づくり 

（５）互いに思いやり、秩序ある学校生活となるよう環境整備に努め、生徒が安心して学ぶことので

きる学校づくりを目ざす。                   ⇒きれいな学校、毅然とした指導 

（６）保護者や地域への情報発信を積極的に行い、家庭や地域との連携を深める。地域とともに生徒

を育む教育活動を展開する。           ⇒広報活動・懇談会・ボランティア活動 

 

３ 本年度の重点努力目標 

（１）登校しぶり、不登校生徒を一人でも減らすため、職員が一丸となって対応にあたる。学年、相

談員、コーディネーター、保護者等と連携しながら相談活動を充実させていく。 

  ・必要に応じてケース会議を開き、解決の糸口を模索していく。 

（２）基礎的・基本的な知識や技能を活用し、問題解決する力を育て、学力の向上を図る。 

「学びを楽しむ生徒を育てる」の研究主題を継承し、単元づくりと、主体的・対話的で深い学

びを生み出す各教科の工夫を意識した授業研究を計画的に進める。 

・新入試制度対応の課題を活かし、計画的な進路指導を推進していく。 

（３）率先垂範を基本とし、教師と生徒、生徒同士の好ましい人間関係をつくり、居心地のよい学級、

学校づくりに努める。 

 ・大きな声での挨拶を「いつでも・どこでも・自分から・笑顔で」（IDJE）を合言葉に行う。 

・基本的な生活習慣「み・そ・あ・じ」を生徒も教職員も意識して生活する。 

（４）生徒の自主的な活動やボランティア活動・感動体験、を積極的に展開し、気力と活力のある生徒を

育む。委員会や生徒会活動の活性化を図り、生徒の成就感や連帯感を高める。 

（５）魅力ある学校づくりをめざし、敬と愛の体験活動を各学年で位置づけて行う。 

   １年「福祉交流活動」、２年「地域清掃の会」、３年「生き方を学ぶ会」 

（６）道徳の新しい指導方法（体験的学習や問題解決型学習等）を取り入れ、学校教育活動全般を通

して道徳的実践力の向上に努める。 

（７）学校の安全と生徒の健康・体力増進に努める。 

校 訓 

 

敬と愛 

自ら学び、正しく生きる生徒    

・自ら学び、深く考え、広い視野をもって主体的に行動する力を養う  

自分に厳しく、人に優しい生徒  

・礼節を重んじ、自らを律し、他とともに心豊かな生活を築く態度を養う 

健康でたくましく、すすんで働く生徒   

・命を尊び、心や体を鍛え、たくましく生きる力を養う   

 


